
①小学校との交流の継続
②年に2回は認知症サポーター養成講座の
開催

感染対策に留意して法定の避難訓練は規
定通り実施する。
運営推進会議の中で地域の方へ施設の非
常口や構造を知っていただく機会を作
る。

防災訓練は法定通りの２回実施した。が地域住民
の参加型はできなかった。夜間想定ではグループ
ホームとの連携が課題となった。
津波での水害想定の訓練も実施し、スムーズに２
階以上へ避難できた。

（地域）１月の地震のことも踏まえ手有
事の際にはくりの木さんへ避難して良い
ことを住民へ伝えています。
（包括）なにかあったらくりの木へとい
うことが地域に伝っているのはとても良
い

①地域参加の避難訓練の実地
　※消火器訓練
　※煙体験
②利用者居住地区の民生委員の把握と連
携

①困難ケースの事例検討会の実施
②地域行事をくりの木スペースを利用し
開催するなど地域との合同企画の実施
EX：防災訓練・煙体験・夏祭りなど

①認知症カフェの定期開催
②家族交流会など家族同士がケアの悩み
やどのように在宅介護をしているかを意
見交換できる場を作りたい

Ｅ. 運営推進会議を
　　活かした取組み

Ｆ. 事業所の
　　防災・災害対策

午後からのミーティングの継続。モニタ
リングは仕組み作りを継続する。
書式ややり方は模索しながらより良い方
法を探っていく。

担当者会議に地域の方が参加できるケー
スは声掛けをしてプランにも取り入れ
る。
家族へ了解を得て、一人暮らしの方の行
動パターンを探り、立ち寄りポイントの
商店などへ挨拶などを行いつながりを作
る。

夕方の下校時の小学生の見守りなどは散
歩をしながら対応できるようにグループ
ホームとも協力しながら地域へ出てい
く。
駐車場にベンチを置きそこで夕涼みをし
ながらの見守りの実施。

Ａ. 事業所自己評価の
　　確認

Ｂ. 事業所の
　　しつらえ・環境

Ｃ. 事業所と地域の
　　かかわり

Ｄ. 地域に出向いて
　　本人の暮らしを
　　支える取組み

10人1人 人

（マロニエ）一人暮らしの方へは、最初
に家族と相談し挨拶し支援開始を伝え
た。灯油の購入声掛けやゴミ捨ての支援
を協力してもらっている。長期間宿泊で
自宅を空けるときにはご近所へも声掛け
をして心配のないようにしている。
（包括）地域の方とは日頃から交流され
ており、いざというときの支援に役立て
られているところが素晴らしい。事例検
討会や個別ケア会議等が開催できると尚
いい
積極的に地域や他機関と関わろうという
施設が見られて相談しやすい

（管理者）沼垂小学校４年生の福祉授業
や企業のサポーター養成講座はこの場か
らのつながりです。
（地域）いまここの地域の行事がコロナ
禍より開催していないんです。
（管理者）この施設の行事を合同で行う
ことで地域行事が再開できる場にしても
らいたい。防災訓練や煙体験などもここ
の駐車場でできるので一緒にできたらい
いですね。

・一人暮らしの方へは、最初に家族と相談し挨拶
し支援開始を伝えた。灯油の購入声掛けやゴミ捨
ての支援を協力してもらっている。長期間宿泊で
自宅を空けるときにはご近所へも声掛けをして心
配のないようにしている。

（包括）来客への挨拶がきちんとなされ
れいて気持ちがいい
(マロニエ）利用者のご自宅の近所の方へ
は知らなくても「こんにちは」とあいさ
つしています。久しぶりに会う方など銀
行や商店等で話が弾むこともあります。
今後は家族や地域への広報誌の発行もし
ていきたい。

・季節の装飾を皆で作成したりする取り組みがで
きなかったが、外出やイベントの際は写真を撮影
し掲示した。
・施設内の観葉植物は水差しをして増やした

（地域）季節のものも飾ってあり良かっ
たです。
（包括）テレビの位置が利用者の目線に
しては低いので工夫できるといいと思い
ました。
利用者のことを考え施設環境も整えてい
るところがいい。職員の接遇が徹底され
ている。

①食席とテレビの位置や高さの工夫を実
践する。
②季節の装飾を利用者と一緒に作成する
（子供じみたものにならないよう工夫）

・毎日のミーティングが定着し、稼働率や運営基
準もチーム全体で確認している。
・個別の気づきやインシデントも検討し、翌日に
は対応策を周知できるようになってきた。申し送
りはその日の内にPCへ入力し翌日の出勤者へも前
日の決定事項がわかる仕組みになっている。会議
も全員が参加できるように３日間実施している。

（地域）会議を３回に分けて色別で、そ
こまでしているんだと思う反面情報量が
多くて混乱しないかと心配です。
（包括）積極的に地域や他機関と関わろ
うという施設がみられて相談しやすい。
運営会議だけでは日頃の状況や空き状況
がわからないので、（月1回程度）情報が
あるとありがたい。ホームページで空き
情報がわかるとよい。
相談担当が多忙で新規相談のタイミング
が合わない場合がある為、不在時の対応
を検討してほしい。
来客への挨拶がきちんとなされていて気
持ちがいい

①部署会議は複数回の実施やオンライン
参加も導入してなるべく情報が分散しな
いように工夫を重ねる
②個別の対応の強化
③ホームページの工夫（情報開示での空
き情報の更新）・広報誌発行
④管理者とケアマネを一人ずつ配置する
（令和6年4月1日より）

季節の装飾。担当を決めてより組み。掲
示スペースの作成。
テラスを有効活用し喫茶スペース等に活
用する。
フロア内に花や植物を増やす。

感染対策を徹底し外出企画を立案してい
く。
訪問支援や・通いの送迎時にはご近所へ
の挨拶を徹底していきます。

・実際の災害時令和6年1月1日には地域に避難して
いる利用者を地域と家族と連絡を取り合い、くり
の木へ避難しれもらった。地域住民による共助も
あり一人暮らしの方の見守り体制を確認できた。

合計

人 2人 2人 2人

実際の送迎見守り支援はできなかったが、沼垂小
学校４年生との交流は定着した。
また、認知症サポーター養成講座も企業向けに開
催。小規模の取り組みを地域ケア会議などで報告
させていただいたり、この会議を通じて各方面か
らの認知症ケアの取り組みを地域へ配信できたと
思う。

前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

2人

項目 前回の改善計画

近隣事業所 事業所職員 その他

1人

法人・
事業所
の特徴

法人：法人設立３０年を経過。「より地域に密着して、より広域に」を目指し、新潟県を拠点に埼
玉、千葉、群馬事業部と事業展開し大きな法人に成長している。法人の理念は「自らが受けたいと思
う医療と福祉の創造」
事業所：住み慣れた自宅での生活が継続できるように、お客様個々のニーズにあわせサービスを提供
しています。単身及び高齢者世帯が増加する中、生活の中での心配事や困り事に寄り添い在宅生活を
支えられるように努めています。短時間でもご自宅で過ごせるようにご支援しています。

出席者
市町村職員

人

知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援センター
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